
◇
保
育
料
無
償
化
に
つ
い
て

今
年
10
月
よ
り
幼
児
教
育
・
保

育
無
償
化
が
始
ま
る
。（
１
）

10
月
以
降
の
総
収
入
額
３
６
０
万
円

以
下
の
保
育
料
は
。（
２
）
10
月
以
降

の
３
６
０
万
円
以
上
の
保
育
料
は
。

（
３
）
実
質
負
担
が
増
え
る
可
能
性
は
。

（
４
）
全
面
無
償
化
に
な
る
と
副
食
費

も
無
料
に
な
る
と
思
っ
て
い
る
保
護

者
も
い
る
。
事
前
説
明
は
。

　

福
祉
部
長　
（
１
）
年
収
３
６
０
万

円
未
満
は
、
保
育
料
無
償
化
と
同
時
に

副
食
費
も
免
除
さ
れ
、
主
食
費
５
０
０

円
の
み
徴
収
。（
２
）
年
収
３
６
０
万

円
以
上
は
主
食
費
５
０
０
円
、
副
食

費
５
，
５
０
０
円
徴
収
を
行
う
予
定

（（
１
）（
２
）
は
坂
田
保
育
所
の
場
合
）。

（
３
）
実
質
的
に
負
担
は
な
く
、
逆
転

現
象
も
発
生
し
な
い
。（
４
）
町
保
育

連
協
に
て
各
施
設
長
に
説
明
。
町
で
も

チ
ラ
シ
を
作
成
し
、
各
保
育
施
設
か
ら

保
護
者
に
説
明
し
て
い
く
。

◇
保
育
士
不
足
及
び
待
機
児

童
を
問
う

（
１
）
令
和
元
年
８
月
現
在
の

待
機
児
童
数
は
。（
ア
）
０
才

〜
２
才
児
、（
イ
）
３
才
〜
５
才
児
。

（
２
）
６
月
定
例
会
で
は
保
育
士
が
24

名
不
足
と
の
こ
と
で
し
た
が
現
在
の

不
足
人
数
は
。（
３
）
保
育
士
不
足
に

よ
る
現
在
の
定
員
割
れ
は
。

　

福
祉
部
長　
（
１
）
８
月
末
時
点
で

０
才
〜
２
歳
児
は
98
名
、
３
才
〜
５
才

児
は
39
名
の
待
機
児
童
で
あ
る
。（
２
）

９
月
初
日
の
時
点
で
、
公
立
一
園
、
認

可
四
園
、
地
域
型
保
育
事
業
所
二
園
で

合
計
19
名
不
足
。（
３
）
保
育
士
不
足

が
要
因
で
76
名
。

◇
全
国
学
力
学
習
状
況
に
つ
い
て

全
国
学
力
テ
ス
ト
が
小
学
校
、

中
学
校
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

（
ア
）
全
国
平
均
は
。（
イ
）
県
内
平
均

は
。（
ウ
）
西
原
町
内
の
平
均
は
。

　

教
育
長　
（
ア
）（
イ
）（
ウ
）
に
つ

い
て
、
小
学
校
国
語
の
平
均
正
答
率

は
、
全
国
63
・
8
％
、
県
内
68
％
、
町

内
74
％
。
算
数
は
全
国
66
・
6
％
、
県

内
68
％
、
町
内
72
％
。
中
学
校
で
は
、

国
語
は
全
国
72
・
8
％
、
県
内
68
％
、

町
内
70
％
。
算
数
は
全
国
59
・
8
％
、

県
内
53
％
、
町
内
51
％
と
な
っ
て
い

る
。

◇
沖
縄
を
代
表
す
る
空
手
家

の
町
民
表
彰

沖
縄
の
空
手
は
今
や
世
界
約

１
９
０
か
国
、
１
億
人
余
の
空

手
愛
好
家
を
有
す
る
ま
で
に
普
及
し
、

２
０
２
０
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
競
技
種
目
に
も
採
用
。
今
日
の
沖
縄

空
手
の
隆
盛
は
、
戦
前
戦
後
に
か
け
て

多
く
の
先
達
の
労
苦
、
頑
張
り
の
た
ま

も
の
。
わ
が
西
原
町
に
も
沖
縄
・
日
本

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
、
ウ
チ
ナ
ー
ン
チ
ュ

の
魂
だ
と
し
、
し
ま
く
と
ぅ
ば
が
消
滅

す
れ
ば
〝
ウ
チ
ナ
ー
ン
チ
ュ
や
あ
ら

ん
で
ぃ
ぬ
く
と
ぅ
ヤ
イ
ビ
ン
〞」
と
緊

急
ア
ピ
ー
ル
を
す
る
。
本
町
の
し
ま
く

と
ぅ
ば
普
及
事
業
の
基
本
的
な
考
え

を
お
聞
き
す
る
。

　

教
育
長　

し
ま
く
と
ぅ
ば
は
地
域

の
伝
統
と
豊
か
な
文
化
を
再
認
識
し
、

地
域
愛
を
育
む
も
の
と
考
え
る
。

い
る
。
し
ま
く
と
ぅ
ば
の
復
興
運
動
は

マ
ブ
イ
グ
ミ
だ
と
の
強
い
観
点
が
必

要
で
は
な
い
か
。

　

教
育
長　

し
ま
く
と
ぅ
ば
が
大
事

だ
と
い
う
共
通
認
識
を
持
っ
て
い
る

も
の
だ
と
思
う
。

を
代
表
す
る
空
手
家
の
大
家
が
存
在

す
る
。
町
棚
原
出
身
の
伊
波
清
吉
氏
と

宮
里
昌
栄
氏
（
故
人
）
は
共
に
30
代
前

半
に
そ
れ
ぞ
れ
米
国
と
ア
ル
ゼ
ン
チ

ン
に
渡
り
、
今
や
世
界
各
国
に
支
部
を

持
つ
ま
で
に
な
っ
た
。
そ
の
お
二
方
の

師
匠
が
我
謝
出
身
の
小
林
流
志
道
館

開
設
者
の
宮
平
勝
哉
氏
（
故
人
）
で
あ

る
。
名
誉
町
民
表
彰
を
検
討
し
て
は
ど

う
か
。

　

町
長　

沖
縄
空
手
界
の
重
鎮
が
本

町
に
関
係
し
て
お
り
、
極
め
て
名
誉
な

こ
と
。
今
後
検
討
が
必
要
だ
と
思
う
。

◇
母
語
の
喪
失
と
し
ま
く

と
ぅ
ば
の
復
活

し
ま
く
と
ぅ
ば
の
普
及
団
体
は

危
機
感
を
募
ら
せ
、「
し
ま
く

と
ぅ
ば
は
沖
縄
文
化
の
基
層
で
、
言

語
は
文
化
遺
伝
子
で
何
よ
り
も
ア
イ

戦
前
の
生
徒
た
ち
へ
の
徹
底
し

た
「
方
言
狩
り
」
に
心
を
痛
め

た
教
師
の
コ
メ
ン
ト
、「
言※

語
生
活
に

損
ね
ら
れ
て
人
間
そ
の
も
の
が
縮
こ

ま
り
、
卑
屈
に
な
っ
て
し
ま
う
。〝
言

葉
〞
を
授
け
よ
う
と
し
て
〝
人
〞
を
殺

し
て
し
ま
う
」。
こ
の
指
摘
は
、
今
の

私
た
ち
の
意
識
や
行
動
様
式
に
引
き

継
が
れ
て
い
る
。
方
言
を
排
除
す
る
歴

史
の
中
で
魂
（
マ
ブ
イ
）
を
落
と
し
て

◇
子
ど
も
の
小
さ
な
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を

見
逃
す
な

前
回
提
案
し
た
い
じ
め
、
虐
待
、

体
罰
、
パ
ワ
ハ
ラ
等
の
早
期
発

見
の
包
括
的
ア
ン
ケ
ー
ト
へ
の
改
変

は
重
要
、
有
益
だ
と
思
う
が
。

　

教
育
部
長　

体
罰
や
パ
ワ
ハ
ラ
、
虐

待
は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
児
童
生
徒

と
保
護
者
や
教
職
員
と
の
信
頼
関
係

に
配
慮
し
、
児
童
生
徒
が
問
題
を
訴
え

や
す
い
方
法
や
ア
ン
ケ
ー
ト
を
学
校

長
と
調
整
し
取
り
組
み
た
い
。

◇
読
書
活
動
が
盛
ん
な
本
町

　

後
退
は
許
さ
れ
な
い

図
書
費
、
新
聞
費
の
削
減
に
つ

い
て
、
６
月
議
会
で
「
今
年
度

中
に
何
ら
か
の
措
置
を
検
討
」
と
の
こ

と
で
し
た
。
３
ヶ
月
経
過
し
、
進
捗
状

況
は
。

　

教
育
部
長　

９
月
か
ら
町
人
材
育

成
会
よ
り
幼
小
中
に
図
書
費
10
万
円
。

小
中
に
新
聞
２
紙
配
備
。
ま
た
各
小
中

に
新
聞
用
の
書
見
台
各
１
台
の
寄
贈

も
受
け
た
。

◇
教
職
員
の
長
時
間
労
働

し
わ
寄
せ
は
子
ど
も
た
ち
へ

昨
年
、
中
学
校
教
職
員
の
過
労

死
ラ
イ
ン
の
月
の
残
業
時
間
80

時
間
超
え
22
％
、
１
０
０
時
間
超
え
８

〜
15
％
あ
っ
た
が
、
改
善
状
況
は
。

　

教
育
部
長　

中
学
校
の
80
時
間
超
え

は
ほ
ぼ
横
ば
い
。
し
か
し
、
月
１
０
０

時
間
超
え
は
僅
か
に
減
少
。
部
活
動
休

養
日
等
の
効
果
だ
と
考
え
て
い
る
。

沖
縄
県
教
職
員
働
き
方
改
革
推

進
プ
ラ
ン
の
１
年
目
の
目
標

（
正
確
な
勤
務
実
態
、
時
間
外
勤
務
の

把
握
）
に
合
わ
せ
、
イ
オ
ン
琉
球
が
取

り
組
む
Ｗ
Ａ
Ｏ
Ｎ
カ
ー
ド
無
償
提
供

の
地
域
貢
献
事
業
及
び
町
内
企
業
か

ら
ソ
フ
ト
機
器
の
無
償
提
供
の
提
案

を
し
た
が
検
討
状
況
は
。

　

教
育
総
務
課
主
幹　

県
の
今
年
の
方

策
で
デ
ジ
タ
ル
化
し
た
勤
務
時
間
、
残
業

時
間
の
把
握
が
課
題
。
提
案
実
施
の
前
提

条
件
と
し
て
専
用
パ
ソ
コ
ン
の
配
備
が
必

要
で
こ
の
秋
以
降
で
鋭
意
検
討
中
。

◇
新
電
力
で
電
気
料
の
削
減
を

昨
年
か
ら
町
施
設
の
新
電
力
へ

の
切
替
え
に
よ
る
経
費
削
減
を

提
案
。
本
庁
舎
で
試
験
的
導
入
を
進
め

る
と
の
こ
と
で
し
た
。
進
捗
状
況
は
。

　

総
務
部
長　

昨
年
か
ら
情
報
収
集
し
、

財
政
効
果
の
見
込
め
る
企
業
と
７
月
契

約
。
９
月
か
ら
新
電
力
会
社
か
ら
供
給

開
始
。
売
電
卸
供
給
と
合
わ
せ
年
間

80
万
円
の
財
政
効
果
を
見
込
ん
で
い
る
。

問問

伊
いじゅ
集 悟

さとる
　議員

そ
の
他
の
質
問
項
目

○
児
童
生
徒
の
登
下
校
、
学
校
内
の
安
全
確
保

○
６
月
の
小
波
津
川
氾
濫
の
被
害

与
よなみね
那嶺 義

よしお
雄　議員

問

問問

そ
の
他
の
質
問
項
目

〇
町
民
の
保
有
す
る
（
株
）
新
中
糖
産
業

株
の
有
効
活
用
に
つ
い
て

宮
みやざと
里 芳

よしお
男　議員

問

そ
の
他
の
質
問
項
目

〇
県
道
那
覇
北
中
城
線
の
進
捗
状
況

〇
県
道
浦
添
西
原
線
の
進
捗
状
況

問問

問

問

問 ※
（
国
場
幸
太
郎
著
「
沖
縄
の
歩
み
」・
岩
波
現
代
文
庫
よ
り
）
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一
般
質
問

一
般
質
問

・
こ
の一般
質
問
の
内
容
は
、会
議
録（
反
訳
文
）に
基
づ
い
て
各
議
員
が
質
問
の一部
を
ま
と
め
、本
委
員
会
が
最
終
確
認・編
集
を
し
た
も
の
で
す
。

・
各
議
員
の
氏
名
横
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
そ
の
議
員
の一般
質
問
の
動
画
が
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

・
こ
の一般
質
問
の
内
容
は
、会
議
録（
反
訳
文
）に
基
づ
い
て
各
議
員
が
質
問
の一部
を
ま
と
め
、本
委
員
会
が
最
終
確
認・編
集
を
し
た
も
の
で
す
。

・
各
議
員
の
氏
名
横
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
そ
の
議
員
の一般
質
問
の
動
画
が
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。




